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これから４年間の任期に臨む
第19期市議会議員の20人
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市 議 会 だ よ り

　

定
例
会
、
臨
時
会
の
会
期
及

び
議
案
審
議
予
定
に
関
す
る
こ

と
、
議
員
提
出
議
案
、
請
願
書
、

陳
情
書
、
動
議
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
こ
と
、
議
会
関
係
人
事

案
件
に
関
す
る
こ
と
、
議
会
関

係
例
規
の
制
定
改
廃
に
関
す
る

こ
と
、
各
種
の
儀
礼
に
関
す
る

こ
と
、
議
会
図
書
室
に
関
す
る

こ
と
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

こ
と
、
そ
の
他
議
会
運
営
に
関

す
る
こ
と
を
協
議
し
ま
す
。

　

委
員
長　

宮
﨑　

雅
薫

　

副
委
員
長　

長
沢　
　

正

　

委　
　

員　

青
木　

敬
博

　
　

〃　
　

四
宮　

和
彦

　
　

〃　
　

大
川　

勝
弘

　
　

〃　
　

重
岡　

秀
子

　

新
し
く
構
成
さ
れ
た
市
議
会

に
次
の
通
り
五
つ
の
会
派
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

（
◎
＝
会
派
代
表
者
、

　

会
派
構
成
議
員
は
議
席
順
）

臨
時
会

議会構成決定

重
しげ

岡
おか

秀
ひで

子
こ

委　員

浅
あさ

田
だ

良
よし

弘
ひろ

委　員

石
いし

島
じま

茂
しげ

雄
お

委　員

四
しの

宮
みや

和
かず

彦
ひこ

委員長

大
おお

川
かわ

勝
かつ

弘
ひろ

副委員長

宮
みや

﨑
ざき

雅
まさ

薫
しげ

委　員

長
なが

沢
さわ

　正
まさし

委　員

正
副
議
長

第
75
代
議
長�

佐さ

山や
ま

　
正た

だ
し

第
71
代
副
議
長�

中な
か

島じ
ま

弘ひ
ろ

道み
ち

　

企
画
部
、
危
機
管
理
部
、
総
務
部
、
市
民
部
の
所
管
に
属

す
る
事
項
及
び
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

を
審
査
し
ま
す
。

第
一
九
期
市
議
会
議
員
の
初
議
会
と
な
る

臨
時
会
を
一
〇
月
九
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

正副議長の選挙、各常任委員会委員及び議会運営委員会委員の
選任を行いました。

常
任
総
務
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

市
議
会
内

　
　
会
派
の
結
成

�

令
和
元
年
一
〇
月
九
日
現
在

新

※�

佐
山
正
議
長
は
、
議
長
の
職
に

専
念
す
る
た
め
、
就
任
と
同
時

に
委
員
活
動
を
辞
退
し
ま
す
。
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井
い

戸
ど

清
きよ

司
し

委　員

中
なか

島
じま

弘
ひろ

道
みち

委　員

田
た

久
く

保
ぼ

眞
ま

紀
き

委　員

■
正
風
ク
ラ
ブ

　
　

佐　

山　
　
　

正　

議
員

　
　

佐　

藤　
　
　

周　

議
員

　

◎
宮　

﨑　

雅　

薫　

議
員

　
　

青　

木　

敬　

博　

議
員

■
公
明
党

　
　

鳥　

居　

康　

子　

議
員

　
　

篠　

原　

峰　

子　

議
員

　

◎
長　

沢　
　
　

正　

議
員

■
清
和
会

　
　

四　

宮　

和　

彦　

議
員

　
　

杉　

本　

憲　

也　

議
員

　

◎
井　

戸　

清　

司　

議
員

■
自
民
・
伊
東
新
時
代
。

　
　

大　

川　

勝　

弘　

議
員

　
　

中　

島　

弘　

道　

議
員

　

◎
杉　

本　

一　

彦　

議
員

■
日
本
共
産
党

　
　

佐　

藤　

龍　

彦　

議
員

　

◎
重　

岡　

秀　

子　

議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　

田
久
保
眞
紀　

議
員

　
　

仲　

田　

佳　

正　

議
員

　
　

鈴　

木　

絢　

子　

議
員

　
　

浅　

田　

良　

弘　

議
員

　
　

石　

島　

茂　

雄　

議
員

※
第
一
九
期
議
員
の
任
期
は
、

令
和
元
年
九
月
三
〇
日
か
ら

令
和
五
年
九
月
二
九
日
ま
で

に
な
り
ま
す
。

常
任
福
祉
文
教
委
員
会

青
あお

木
き

敬
よし

博
ひろ

委員長

佐
さ

藤
とう

龍
たつ

彦
ひこ

副委員長

鳥
とり

居
い

康
やす

子
こ

委　員

　

観
光
経
済
部
、
農
業
委
員
会
、
建
設
部
、
上
下
水
道
部
の

所
管
に
属
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

杉
すぎ

本
もと

憲
かず

也
や

委　員

仲
なか

田
だ

佳
よし

正
まさ

委　員

鈴
すず

木
き

絢
あや

子
こ

委　員

杉
すぎ

本
もと

一
かず

彦
ひこ

委員長

篠
しの

原
はら

峰
みね

子
こ

副委員長

佐
さ

藤
とう

　周
しゅう

委　員

　

健
康
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
を
審

査
し
ま
す
。

常
任
観
光
建
設
委
員
会
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議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市認第14号 令和元年度伊東市一般

会計補正予算（第４号）
専決処分の報告承認に
ついて

台風 15 号により発生した災害に関し、農道や
林道の損壊、崩土の復旧や倒木処理、漁港の
漂着物処理などの農林水産施設災害復旧費の
4，595 万円、小中学校や幼稚園、杢太郎記念館
などの窓ガラスや雨漏りの修繕や倒木処理な
どの教育施設災害復旧費の 1，905 万円、観光
会館や東海館の窓ガラスなどの修繕、按針メ
モリアルパークの漂着物処理などの観光施設
災害復旧費の 2，680 万円などを主な内容とし
て１億円を追加する補正予算について、令和
元年９月 18 日に専決処分を行ったことの報告

市長 賛成多数で
承　認

市選第３号 監査委員選任の同意に
ついて

井戸清司議員（議員のうちから選任する委員） 市長 賛成多数で
選任に同意

市選第４号 公平委員会委員選任の
同意について

朝日啓之氏（鎌田）を選任 市長 全会一致で
選任に同意

発議第４号 前正副議長に感謝状の
贈呈について

井戸清司前議長、長沢正前副議長の在任中の
功績に対する感謝状の贈呈

議員
10名

全会一致で
可　決

発選第３号 議長の選挙 有効投票 15 票のうち、佐山正議員 15 票で佐
山正議員が当選

─ ─

発選第４号 副議長の選挙 有効投票 15 票のうち、中島弘道議員 15 票で
中島弘道議員が当選

─ ─

発選第５号 議会運営委員会委員の
選任について

２ページをごらんください。 議長 全会一致で
選　任

発選第６号 常任委員会委員の選任
について

２、３ページをごらんください。 議長 全会一致で
選　任

発選第７号 駿東伊豆消防組合議会
議員の選挙

任期満了（令和元年９月 29 日）に伴う駿東伊
豆消防組合議会議員の選挙
指名推選により、大川勝弘議員、重岡秀子議員、
宮﨑雅薫議員の３人が当選

─ ─

令和元年10月９日臨時会で
審議した議案等

前副議長に感謝状を贈呈（写真右が長沢前副議長） 前議長に感謝状を贈呈（写真右が井戸前議長）
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予
算
編
成
の
背
景�

　

平
成
三
〇
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
市
内
経
済
の
景
気

回
復
の
兆
し
は
見
え
て
き
た
も

の
の
、
市
税
の
大
幅
な
増
収
は

ま
だ
し
ば
ら
く
の
間
は
見
込
め

な
い
状
況
の
中
で
、
財
政
健
全

化
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進

め
つ
つ
、
本
市
の
将
来
像
実
現

と
施
策
の
三
本
柱
で
あ
る
「
み

ん
な
が
つ
く
る
伊
東
市
」、「
み

ん
な
が
楽
し
い
伊
東
市
」、「
み

ん
な
が
暮
ら
す
伊
東
市
」
及
び

市
長
経
営
方
針
に
基
づ
い
た
各

種
施
策
の
展
開
を
念
頭
に
置
い

た
も
の
と
し
た
。

歳
入
歳
出
決
算
の
概
要�

　

歳
入
決
算
は
、
自
主
財
源
で

大
き
な
比
重
を
占
め
る
市
税
が

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
影

響
で
前
年
度
比
で
減
と
な
っ
た

も
の
の
、
ふ
る
さ
と
伊
東
応
援

基
金
繰
入
金
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
繰
入
金
が
対
前
年
度
比

で
大
き
く
上
回
る
決
算
と
な
り
、

自
主
財
源
全
体
で
対
前
年
度
比

五
・
二
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
依
存
財
源
で
は
、
地

な
改
革
へ
の
取
組
に
よ
り
、
適

正
と
さ
れ
る
規
模
の
黒
字
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
文
化
施
設

整
備
基
金
や
体
育
施
設
整
備
基

金
へ
の
積
立
て
な
ど
、
将
来
を

見
据
え
た
財
源
の
確
保
を
図
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
健
全

化
判
断
比
率
や
経
常
収
支
比
率
、

実
質
収
支
比
率
な
ど
の
財
政
指

標
も
含
め
、
そ
の
健
全
性
は
維

持
で
き
て
い
る
と
判
断
し
て
い

る
。

　

市
長
就
任
以
来
、
施
策
の
三

本
柱
で
あ
る
「
み
ん
な
が
つ
く

方
消
費
税
交
付
金
や
地
方
交
付

税
が
増
加
し
た
も
の
の
、
臨
時

福
祉
給
付
金
給
付
事
業
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
整
備
促
進

事
業
補
助
金
な
ど
の
完
了
に
よ

り
、
国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出

金
が
減
少
し
て
い
る
。

　

歳
出
決
算
は
、
経
常
経
費
に

お
い
て
、
扶
助
費
や
人
件
費
が

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
生
活

環
境
向
上
対
策
事
業
な
ど
に
よ

り
維
持
補
修
費
が
一
一
・
八
％
、

住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス

テ
ム
構
築
事
業
な
ど
に
よ
り
物

件
費
が
対
前
年
度
比
三
・
八
％

増
加
し
て
い
る
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

普
通
建
設
事
業
に
お
い
て
、
南

幼
稚
園
富
士
見
分
園
耐
震
補
強

事
業
や
非
常
備
消
防
ポ
ン
プ
車

購
入
事
業
が
完
了
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
対
前
年
度
比
で

一
三
・
八
％
減
少
し
て
い
る
。

本
市
の
財
政
状
況�

　

本
市
の
財
政
は
、
職
員
の
人

件
費
を
含
む
す
べ
て
の
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
、
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
継
続
し
て
き
た
様
々

る
伊
東
市
」、「
み
ん
な
が
楽
し

い
伊
東
市
」、「
み
ん
な
が
暮
ら

す
伊
東
市
」
と
、
対
話
と
融
和

で
「
未
来
を
拓
く
」
を
経
営
方

針
と
し
て
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
今
後
も
こ
の
方
針

に
基
づ
き
市
民
の
た
め
、
本
市

の
発
展
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
決
算
の
意
義
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
皆
様
か
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
最
善
の
努

力
を
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度

市
長
決
算
概
要
説
明
（要旨）

平成30年度
一般会計・特別会計・企業会計決算を認定

９月定例会を８月26日から９月６日までの12日間の会期で開会しました。

令和元年９月定例会

区　分
会計別

歳　　　入 歳　　　出 審
議
結
果決算額（円） 収入率

（％） 決算額（円） 執行率
（％）

一　般　会　計 27,225,180,649 96.7% 26,298,143,848 93.4% 〇

特
別
会
計

下 水 道 事 業 2,073,510,565 98.1% 2,066,494,808 97.8% ◎
競 輪 事 業 16,554,749,487 95.9% 16,120,334,269 93.4% ◎
国民健康保険事業 9,576,627,898 100.5% 9,314,566,623 97.7% ◎
土 地 取 得 26,155,061 99.8% 26,066,205 99.5% ◎
霊 園 事 業 42,947,369 114.2% 37,276,900 99.1% ◎
介 護 保 険 事 業 7,963,209,460 98.3% 7,782,012,565 96.0% ◎
後期高齢者医療 2,013,644,509 98.9% 1,987,737,233 97.6% ◎
合　　　　計 65,476,024,998 97.3% 63,632,632,451 94.6% ―

区　分
会計別

収　　　入 支　　　出 審
議
結
果決算額（円） 収入率

（％） 決算額（円） 執行率
（％）

企
業
会
計

病院事業
収益勘定 422,588,453 98.1% 391,753,030 86.4%

◎
資本勘定 98,662,616 100.0% 154,925,169 100.0%

水道事業
収益勘定 1,795,768,668 98.6% 1,523,519,124 96.8%

◎
資本勘定 265,763,800 98.7% 986,275,691 96.4%

平成30年度　一般会計・特別会計・企業会計決算
◎全会一致で認定　○賛成多数で認定
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議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市報第４号 平成 30 年度決算に

基づく健全化判断比
率及び資金不足比率
の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づく、①実質赤字
比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率の「健
全化判断比率」の報告及び病院事業会計、水道事業会計、下水道事業特
別会計について「資金不足比率」の報告

市長 （報告・質
疑のみ）

市議第７号 伊東市印鑑条例の一
部を改正する条例

住民票やマイナンバーカード等へ旧氏を併記するための住民基本台帳法
施行令等の一部を改正する政令の施行に伴い、印鑑登録についても旧氏
を取り扱えるようにするための条例改正

市長 全会一致で
可　決

市議第８号 伊東市会計年度任用
職員の給与及び費用
弁償に関する条例

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行により、会計
年度任用職員の給与等に関し必要な事項を定める条例の制定

市長 全会一致で
可　決

市議第９号 地方公務員法及び地
方自治法の一部を改
正する法律の施行に
伴う関係条例の整備
に関する条例

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行により、会計
年度任用職員が創設されたこと、臨時的任用職員の任用要件が厳格化さ
れたこと等に伴い、伊東市職員定数条例のほか、所要の改正が必要となっ
た関係条例の整備に関する条例の制定

市長 全会一致で
可　決

市議第10号 伊東市一般職の任期
付職員の採用等に関
する条例

高度の専門性を備えた人材の確保及び期間が限定される専門的な行政需
要への効率的な対応を図るため、任期付職員を採用できる条件、任期の
特例や更新、給与条例の適用除外等について必要な事項を規定する条例
の制定

市長 全会一致で
可　決

市議第11号 伊東市手数料徴収条
例の一部を改正する
条例

建築基準法の一部を改正する法律の施行に伴い、新たに行うことになっ
た用途変更に関する審査事務に対し、手数料を徴収するための条例改正

市長 全会一致で
可　決

市議第12号 子ども・子育て支援
法の一部を改正する
法律の施行に伴う関
係条例の整備に関す
る条例

子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の施行に伴い、伊東市特定
教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例のほか、幼児教育・保育無償化に伴い所要の改正が必要となった関係
条例の整備に関する条例の制定

市長 全会一致で
可　決

市議第13号 伊東市水道事業給水
条例の一部を改正す
る条例

水道法の一部を改正する法律の公布に伴い、指定給水装置工事事業者の
指定に更新制が導入されること及び水道法施行令の一部改正に伴う条例
改正

市長 全会一致で
可　決

市議第14号 駿東伊豆消防組合規
約の変更について

駿東伊豆消防組合の負担金の経費区分において消防署所の運営に係る物
件費等を個別経費から共通経費へ移行することに伴い規約を変更するこ
とについて、当該組合を組織する地方公共団体との協議について、地方
自治法の規定により議会の議決を求めるもの

市長 全会一致で
可　決

市議第15号 災害時情報伝達シス
テム整備工事請負契
約の締結について

契約金額：４億 9，500 万円
契約の相手方：ＮＥＣネッツエスアイ㈱静岡支店

市長 全会一致で
可　決

市議第16号 平成 30 年度伊東市
水道事業会計未処分
利益剰余金の処分に
ついて

平成 30 年度伊東市水道事業会計未処分利益剰余金 3億 1，141 万 5，272
円のうち、１億 2，354 万 9，471 円を減債積立金へ、１億円を建設改良積
立金へ、8，786 万 5，801 円を資本金へ組み入れることについて、地方公
営企業法の規定により、議会の議決を求めるもの

市長 全会一致で
可　決

市議第17号 令和元年度伊東市一
般会計補正予算（第
２号）

第一に、10 月から実施される幼児教育・保育無償化に伴う各経費の計上、
第二に、訪日外国人観光客の誘客に向けたデジタルマーケティング事業
やまくら投げの更なるＰＲのためのまくら投げプロモーション事業を実
施するための経費の追加、第三に、財政調整基金、公共施設総合管理基
金、体育施設整備基金及び文化施設整備基金への積み立て、などを主な
内容として、７億 4，149 万円の追加

市長 全会一致で
可　決

令和元年９月定例会
29件の議案等を可決
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議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市議第18号 令和元年度伊東市下

水道事業特別会計補
正予算（第１号）

ポンプ場、湯川終末処理場、荻・十足処理区マンホールポンプ、かわせ
み浄化センターの４施設における、令和２年度から令和６年度までの５
年間の施設維持管理業務を委託するに当たり、今年度中に業者選定を行
うための４件の債務負担行為の追加

市長 全会一致で
可　決

市議第19号 令和元年度伊東市国
民健康保険事業特別
会計補正予算（第１
号）

確定した国民健康保険事業納付金について増減の整理などに3，505万 4，
000 円の追加

市長 全会一致で
可　決

市議第20号 令和元年度伊東市一
般会計補正予算（第
３号）

普通河川条例に基づく河川占用不許可処分の取り消しを求める訴訟が提
訴されたことに伴う訴訟委託料 66 万円の増額（同額を予備費から減額
するため予算規模に変更なし）

市長 全会一致で
可　決

市認第４号 平成 30 年度伊東市
一般会計歳入歳出決
算

地方自治法第 96 条第１項第３号に基づく一般会計歳入歳出決算の認定
詳しくは５ページをごらんください。

市長 賛成多数で
認　定

市認第５号

〜

市認第13号

平成 30 年度７特別
会計歳入歳出決算、
２企業会計決算

地方自治法第 96 条第１項第３号に基づく各会計歳入歳出決算の認定
詳しくは５ページをごらんください。

市長 ５ページを
ごらんください

陳情第８号 子ども医療費無償化
についての陳情

令和元年８月７日受理 ─ 全会一致で
採　択

発議第１号 地震財特法の延長に
関する意見書

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、農
林水産大臣、国土交通大臣、内閣府特命担当大臣（防災）、消防庁長官、
林野庁長官、水産庁長官、衆議院議長及び参議院議長に提出

議員
８名

全会一致で
可　決

発議第２号 高齢者の安全運転支
援と移動手段の確保
を求める意見書

内閣総理大臣、国土交通大臣、経済産業大臣、総務大臣、国家公安委員
会委員長、衆議院議長及び参議院議長に提出

議員
８名

全会一致で
可　決

発議第３号 水産業の体質強化を
求める意見書

内閣総理大臣、農林水産大臣、衆議院議長及び参議院議長 議員
８名

全会一致で
可　決

《
反
対
》
犬
飼
こ
の
り
議
員�

　

み
ん
な
が
つ
く
る
、
み
ん
な

が
楽
し
い
、
み
ん
な
が
暮
ら
す

伊
東
市
。「
み
ん
な
」
が
誰
を

指
す
の
か
、
誰
の
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
を
肝
に
銘
じ
て
市
政

運
営
を
。
予
算
枠
内
の
決
算
額

だ
け
で
判
断
し
、
事
業
の
検
証

な
く
、
結
果
を
濁
し
て
認
定
し

て
も
本
市
の
発
展
に
つ
な
が
ら

な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
市
認

第
四
号
伊
東
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
公
明
党�

　

当
初
予
算
二
五
六
億
一
〇
〇

〇
万
円
、
最
終
予
算
規
模
二
八�

一
億
五
九
九
三
万
五
〇
〇
〇
円

と
す
る
決
算
に
対
し
、
小
野
市

長
と
し
て
は
初
め
て
の
通
年
予

算
で
あ
り
、
新
生
伊
東
市
の
ス

タ
ー
ト
に
当
た
り
、
公
約
で
掲

げ
た
三
本
の
柱
を
中
心
に
「
未

来
を
拓
く
」
取
り
組
み
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
決
算
内

容
で
あ
っ
た
と
評
価
し
、
賛
成

す
る
。

※�

会
派
構
成
は
一
〇
ペ
ー
ジ
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

【
市
認
第
四
号
】

《
反
対
》
日
本
共
産
党�

　

住
民
福
祉
の
向
上
と
し
て
、

本
市
で
は
産
業
振
興
が
欠
か
せ

な
い
。
移
住
政
策
で
は
、
首
都

圏
で
の
移
住
相
談
会
参
加
な
ど

の
前
進
は
あ
る
も
の
の
、
先
進

地
と
し
て
の
豊
か
な
資
源
を
生

か
す
本
格
的
な
取
り
組
み
と
は

言
い
が
た
い
。
ま
た
、
観
光
面

で
は
依
然
と
し
て
各
団
体
の
連

携
が
弱
く
、
推
進
体
制
の
構
築

に
大
き
な
遅
れ
を
感
じ
る
。
以

上
の
点
か
ら
認
定
に
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
自
民
・
絆�

　

今
後
の
施
設
整
備
に
必
要
な

資
金
を
積
み
立
て
な
が
ら
堅
実

な
財
政
運
営
が
さ
れ
て
い
る
。

　

待
機
児
童
解
消
な
ど
子
育
て

支
援
策
に
課
題
が
あ
る
も
の
の
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
政
治
姿
勢
で

市
民
の
声
が
届
く
市
政
運
営
を

行
い
、
事
務
事
業
な
ど
様
々
な

改
革
に
も
取
り
組
み
、
市
長
が

進
め
る
経
営
方
針
の
も
と
着
実

に
前
進
し
て
い
る
も
の
と
評
価

し
、
賛
成
す
る
。

本
会
議
で
行
わ
れ
た

討
論
の
概
要



8

市 議 会 だ よ り

市
長

適
正
規
模
を
維
持
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
る

　

平
成
三
〇
年
度
の
財
政
調
整�

基
金
残
高
は
、
三
月
三
一
日
時�

点
で
三
五
億
八
九
八
一
万
七
〇�

〇
〇
円
で
あ
り
、
そ
の
後
、
出

納
整
理
期
間
中
に
四
億
円
の

取
り
崩
し
と
、
一
部
利
息
の

積
み
立
て
を
実
施
し
た
た
め
、

出
納
閉
鎖
時
点
で
の
残
高
は

三
一
億
八
九
八
一
万
八
〇
〇
〇

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

基
金
の
規
模
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
は
標
準
財
政
規
模
の

一
五
％
か
ら
二
〇
％
程
度
が
望

ま
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
少

な
く
と
も
二
五
億
を
維
持
し
た

い
と
申
し
上
げ
て
き
た
が
、
今

の
と
こ
ろ
達
成
で
き
て
い
る
。

　

今
後
、
市
税
の
大
幅
な
増
収

教
育
長

部
活
動
の
負
担
軽
減
及
び
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

平
成
三
〇
年
度
は
五
〇
〇
万
円

へ
と
大
幅
に
増
額
し
た

　

中
学
校
部
活
動
補
助
金
は
、

市
内
各
中
学
校
の
部
活
動
の
一

層
の
活
性
化
及
び
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
三
〇
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

の
一
〇
八
万
円
か
ら
五
〇
〇
万

円
へ
と
大
幅
に
増
額
し
た
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
学
校

ご
と
の
部
活
動
加
入
生
徒
数
及

び
各
校
に
お
け
る
校
内
の
部
員

数
に
よ
り
按
分
し
助
成
し
て
い

る
。
そ
の
使
途
は
、
中
体
連
及

び
中
文
連
の
負
担
金
や
大
会
運

営
費
、
チ
ー
ム
登
録
料
な
ど
に

加
え
、
大
会
参
加
に
か
か
る
交

通
費
、
練
習
用
具
の
購
入
な
ど

で
あ
り
、
保
護
者
か
ら
も
感
謝

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
夏
の
中
体
連
の
大
会
や

コ
ン
ク
ー
ル
の
前
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大

会
に
向
け
効
果
的
な
練
習
が
で

き
た
等
の
声
も
多
く
届
い
て
お

り
、
事
業
効
果
と
し
て
は
大
き

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
部
活
動
の
活
性
化

及
び
保
護
者
の
負
担
軽
減
等
の

目
的
に
向
け
、
事
業
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
別
競
輪
が
開
催
さ
れ
な
い
中
、

収
支
に
お
い
て
黒
字
を
確
保
し

た
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
か
伺
う

市
長

開
設
記
念
競
輪
や
本
場
ナ
イ
タ

ー
競
輪
の
売
上
好
調
、
Ｆ
Ⅱ
開

催
の
収
支
改
善
及
び
引
受
場
外

開
催
に
よ
る
収
益
確
保
等
が
主

な
要
因
で
あ
る

　

平
成
三
〇
年
度
は
、
特
別
競

輪
で
あ
る
「
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
車
券
売
上

額
、
収
支
と
も
に
減
収
と
な
っ

た
が
、
一
二
月
の
「
開
設
六
八

周
年
記
念
競
輪
」
や
本
場
ナ
イ

タ
ー
競
輪
の
売
り
上
げ
が
好
調

で
あ
っ
た
こ
と
、
伊
東
温
泉
競

輪
初
の
開
催
と
な
る
「
ミ
ッ
ド

ナ
イ
ト
競
輪
」
で
Ｆ
Ⅱ
開
催
の

収
支
が
改
善
で
き
た
こ
と
、
引

受
場
外
開
催
を
二
八
三
日
間
開

催
し
、
収
益
を
確
保
し
た
こ
と

な
ど
が
、
黒
字
と
な
っ
た
主
な

要
因
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
競

輪
」
を
始
め
と
し
た
開
催
の
多

様
化
に
努
め
、
新
た
な
取
り
組

み
を
実
施
し
た
こ
と
も
一
つ
の

要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
特
別
競
輪
の
誘
致
を

計
画
す
る
と
同
時
に
、
毎
年
開

催
で
き
る
開
設
記
念
競
輪
を
中

心
と
し
た
事
業
運
営
で
黒
字
を

確
保
し
て
い
け
る
よ
う
、
経
営

基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

一
般
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
毎

年
継
続
で
き
る
よ
う
、
努
め
て

い
く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
二
一
項
目

特
別
競
輪
が
開
催
さ
れ
な
い

中
、
収
支
に
お
い
て
黒
字
を

確
保
し
た
要
因
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か

財
政
調
整
基
金
の
適
正
規
模

に
関
す
る
見
解
を
伺
う

自民・絆
稲葉富士憲議員

５会派及び会派に所属していない１議員が質疑／
決算概要説明及び各会計決算に係る議案について質疑

（質疑順に掲載。文面の掲載量は、構成人数による。会派構成は 10 ページをごらんください。）

中
学
校
部
活
動
補
助
事
業
の

実
績
等
に
つ
い
て
伺
う

正風改革クラブ ◎＝登壇者
山口嘉昭議員 ◎佐山　正議員
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が
あ
ま
り
期
待
で
き
ず
、
財
源

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
財
源

不
足
を
補
う
た
め
の
取
り
崩
し

と
、
決
算
に
お
け
る
法
定
分
の

積
み
立
て
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実

施
し
、
適
切
な
管
理
・
運
用
に

努
め
て
い
く
。

起
業
支
援
及
び
空
き
店
舗
対
策

補
助
事
業
に
つ
い
て
伺
う

市
長

起
業
促
進
及
び
雇
用
創
出
に
つ

な
が
り
、
大
き
な
成
果
が
あ
っ

た
　

本
事
業
は
、
本
市
で
起
業
す

る
方
や
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
て
起
業
ま
た
は
新
た
に

事
業
を
拡
大
す
る
方
に
対
し
、

そ
の
開
業
資
金
及
び
家
賃
の
一

部
を
補
助
し
、
起
業
の
促
進
及

び
空
き
店
舗
の
減
少
を
通
じ
て
、

市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

　

平
成
三
〇
年
度
の
実
績
と
し

て
は
、
一
六
件
の
起
業
が
促
進

さ
れ
、
そ
の
う
ち
商
店
街
の
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
起
業
が
四

件
、
本
市
へ
の
移
住
者
に
よ
る

起
業
が
三
件
、
若
者
の
起
業
が

七
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
社

員
や
パ
ー
ト
な
ど
一
三
人
の
雇

用
創
出
に
つ
な
が
り
、
大
き
な

成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

課
題
に
つ
い
て
は
、
起
業
促

進
だ
け
で
な
く
、
い
か
に
そ
の

質
を
高
め
て
い
く
か
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
起
業
に

関
す
る
様
々
な
知
識
を
学
ぶ
伊

東
創
業
塾
を
受
講
す
る
こ
と
を

補
助
要
件
と
す
る
こ
と
に
加
え
、

伊
東
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

起
業
者
に
対
す
る
経
営
相
談
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
起
業
前
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
家
賃
補
助

金
は
廃
止
し
、
開
業
資
金
に
対

す
る
助
成
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
移
住
者
及
び
若
者
に
対
す

る
優
遇
措
置
の
強
化
な
ど
、
制

度
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
制
度
の
運
営

に
努
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
二
一
項
目

げ
ら
れ
、
広
告
換
算
費
で
約
七�

七
六
〇
万
円
の
効
果
が
あ
っ
た
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
一
〇
項
目

市
長

市
民
ニ
ー
ズ
等
を
勘
案
し
、
Ｊ

Ｒ
伊
東
駅
前
観
光
ト
イ
レ
整
備

事
業
等
に
取
り
組
ん
だ

　

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
で
は
、

図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
建
設
の

方
向
性
や
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

演
出
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
事
業

に
つ
い
て
提
案
等
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
地
域
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
市
長
へ
の
手
紙
で

寄
せ
ら
れ
た
要
望
等
の
う
ち
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
は
迅
速
に

対
応
し
つ
つ
、
市
民
ニ
ー
ズ
等

を
勘
案
し
、
Ｊ
Ｒ
伊
東
駅
前
観

光
ト
イ
レ
整
備
事
業
や
市
営
住

宅
改
修
等
に
取
り
組
ん
だ
。

　

今
後
も
若
い
世
代
の
発
想
や

市
民
の
市
政
へ
の
建
設
的
な
意

見
等
を
伺
う
こ
と
で
、
地
域
の

課
題
の
解
決
を
図
り
つ
つ
本
市

の
未
来
へ
向
け
た
施
策
に
つ
な

げ
て
い
く
。

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
観
光
戦

略
と
し
て
制
作
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
に
つ
い
て
、
本

市
の
Ｐ
Ｒ
に
関
し
ど
の
よ
う
な

成
果
が
あ
っ
た
か
伺
う
。

市
長

広
告
換
算
費
で
約
七
七
六
〇
万

円
の
効
果
が
あ
っ
た

　

二
〇
代
か
ら
四
〇
代
の
女
性

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
従
来
の
景

勝
地
等
で
は
な
く
、
本
市
独
自

の
コ
ン
テ
ン
ツ「
ま
く
ら
投
げ
」

を
題
材
と
し
、
ま
た
、
元
新
体

操
日
本
代
表
の
タ
レ
ン
ト
を
起

用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
趣
向
の
印
象
的
な
動

画
が
制
作
で
き
た
。

　

あ
わ
せ
て
制
作
し
た
キ
ー
ビ

ジ
ュ
ア
ル
と
と
も
に
リ
リ
ー
ス

し
た
結
果
、
テ
レ
ビ
四
社
、
新

聞
六
社
、
雑
誌
一
社
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
等
一
三
五
社
に
取
り
上

市
長

就
業
支
度
金
を
活
用
し
、
新
た

に
二
名
の
常
勤
医
師
を
採
用
す

る
こ
と
が
で
き
た

　

質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
設
備
面
は
も
と
よ

り
、
医
師
を
始
め
と
す
る
医
療

従
事
者
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
病
院
に
お

け
る
常
勤
医
師
の
新
規
採
用
を

促
進
す
る
目
的
で
、
平
成
三
〇

年
度
か
ら
新
た
に
実
施
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
常
勤
医
師

の
新
規
採
用
に
対
し
、
就
業

支
度
金
と
し
て
一
名
に
つ
き

九
〇
〇
万
円
を
限
度
に
交
付
す

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
観
光
戦

略
と
し
て
制
作
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
に
つ
い
て
、
本

市
の
Ｐ
Ｒ
に
関
し
ど
の
よ
う
な

成
果
が
あ
っ
た
か

起
業
支
援
及
び
空
き
店
舗
対

策
補
助
事
業
に
つ
い
て
伺
う

病
院
事
業
会
計
に
お
け
る
医

療
従
事
者
就
業
支
援
事
業
に

つ
い
て
伺
う

日本共産党
重岡秀子議員

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
、
地
域
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
市
長
へ
の
手
紙
な

ど
、
市
民
と
の
対
話
を
重
視
す
る
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
の
市
政
運
営
に

つ
い
て
、
そ
の
成
果
が
決
算
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か

市民民主クラブ
四宮和彦議員
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市
長

　

当
初
は
駅
前
広
場
及
び
街
区

の
整
備
の
方
向
性
を
整
理
し
、

街
区
の
実
現
可
能
な
整
備
方
法

を
検
討
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

街
区
に
つ
い
て
は
、
伊
東
駅
前

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
協
議
の

上
で
ま
と
め
る
こ
と
と
し
、
業

務
内
容
を
見
直
し
た
た
め
、
減

額
と
な
っ
た
。
調
査
は
駅
前
広

場
整
備
に
係
る
前
提
条
件
の
整

理
、
整
備
方
針
の
検
討
、
近
隣

街
区
の
整
備
の
方
向
性
の
検
討

な
ど
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
整

備
の
方
向
性
を
よ
り
具
体
化
し
、

早
期
の
着
手
を
目
指
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
二
項
目

適
正
な
管
理
を
求
め
て
い
く

　

空
家
等
実
態
調
査
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
業
務
委
託
に
よ
り
、

空
き
家
等
の
可
能
性
が
あ
る
建

物
に
つ
い
て
、
六
四
五
軒
の
位

置
及
び
現
状
を
把
握
し
て
お
り
、

従
来
把
握
し
て
い
る
空
き
家
等

と
合
わ
せ
、
現
在
、
約
八
〇
〇

軒
の
空
き
家
等
が
存
在
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
建
物
は
、
一
戸
建

て
の
住
宅
で
、
昭
和
三
〇
年
か

ら
四
〇
年
代
に
分
譲
・
販
売
さ

れ
た
別
荘
分
譲
地
や
、
古
く
か

ら
の
集
落
の
道
路
が
狭
隘
な
場

所
に
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　

今
後
、
実
態
調
査
に
よ
り
把

握
し
た
空
き
家
等
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
再
度
現
地
の
確
認
を
行

い
現
状
の
把
握
を
行
っ
た
上
で
、

所
有
者
を
特
定
し
、
空
き
家
等

の
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、

適
正
な
管
理
を
求
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
実
態
調
査
の
資
料
を

活
用
し
て
、
空
家
等
対
策
計
画

を
今
年
度
中
に
策
定
し
、
市
民

の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、
空
き
家
等
の
増
加
の

抑
制
や
有
効
利
用
等
の
さ
ら
な

る
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
支
度

金
を
活
用
し
て
五
月
に
眼
科
医

を
、一
〇
月
に
脳
神
経
外
科
医

を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
新

た
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

新
規
採
用
医
師
二
名
分
、
計

一
八
〇
〇
万
円
を
地
域
医
療
振

興
協
会
に
交
付
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
市
民
病

院
と
協
議
を
す
る
中
で
、
必
要

度
の
高
い
診
療
科
の
医
師
を
優

先
的
に
採
用
す
る
た
め
、
引
き

続
き
、
本
事
業
を
継
続
し
、
就

業
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
医
療
従
事
者
の
確
保

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
六
項
目

市
長

新
た
に
空
き
家
等
の
可
能
性
の

あ
る
建
物
を
把
握
し
た
こ
と
か

ら
、
所
有
者
の
確
認
等
を
行
い
、

■
正
風
改
革
ク
ラ
ブ

　
　

山
口　

嘉
昭　

議
員

　

◎
佐
山　
　

正　

議
員

　
　

井
戸　

清
司　

議
員

　
　

土
屋　
　

進　

議
員

■
自
民
・
絆

　
　

大
川　

勝
弘　

議
員

　
　

青
木　

敬
博　

議
員

　
　

中
島　

弘
道　

議
員

　

◎
稲
葉
富
士
憲　

議
員

■
市
民
民
主
ク
ラ
ブ

　

◎
四
宮　

和
彦　

議
員

　
　

鈴
木　

克
政　

議
員

　
　

浅
田　

良
弘　

議
員

■
公
明
党

　

◎
鳥
居　

康
子　

議
員

　
　

長
沢　
　

正　

議
員

■
日
本
共
産
党

　
　

佐
藤　

龍
彦　

議
員

　

◎
重
岡　

秀
子　

議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　

犬
飼
こ
の
り　

議
員

　
　

横
沢　
　

勇　

議
員

　
　

稲
葉　

正
仁　

議
員

◎
は
代
表
者
、
会
派
構
成
議
員

は
議
席
順

　

伊
東
市
議
会
で
は
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
本
会
議
の

録
画
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ご
ら
ん
い
た
だ
け
る
取
り
組

み
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
議
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
、

お
お
む
ね
一
週
間
後
か
ら
視
聴

で
き
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス
は
、

伊
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

↓�

（
市
政
の
情
報
）

市
議
会　

　

↓
市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

放
送

※
録
画
映
像
は
公
式
記
録
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
後
日
調
製
さ
れ

る
会
議
録
が
公
式
記
録
で
す
。

空
き
家
等
の
実
態
調
査
の
結

果
及
び
今
後
の
対
策
を
伺
う

公明党
鳥居康子議員

伊
東
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
検
討
調
査
業
務
委
託
料
が
、

当
初
予
算
を
大
幅
に
下
回
る
決

算
額
と
な
っ
た
理
由
、
調
査
内

容
及
び
今
後
の
展
望
を
伺
う 犬飼このり議員

（会派に属していない）

『
そ
の
他
の
質
疑
』
四
項
目

九
月
定
例
会
中
の

市
議
会
内
の
会
派
構
成
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◆詳細は、11月中旬発行予定の９月定例会会議録の委員会審査報告をごらんください。

問 問 問

答

答

答

問

答

問

答

問

答

問

答

　印鑑条例の一部改正により、
住民票、マイナンバーカード等
へ旧氏が併記可能となるが、本
改正の趣旨を伺う。
　女性活躍推進の観点から、契
約行為等における女性の負担軽
減を視野に入れた改正であり、
住民票に記載のある旧氏を、印
鑑登録できるようになる。

　藤の広場周辺整備調査委託に
ついて、調査内容を伺う。
　松川藤の広場周辺の整備方針
を明確にするため、ゾーニング
や現状分析、複数の整備計画案
を出してもらうなど、今後の方
向性を検討する上での基礎資料
とする調査を行った。
　一般会計補正予算における、
まくら投げプロモーション事業
について、まくら投げをさらに
周知するための新たなアイディ
アや展開を伺う。
　まくら投げを広めるために、
会場拡大の必要性は認識してい
るが、会場には畳を敷くため、
畳を運搬する必要があることが
課題となっている状況であるが、
シティプロモーションの委託先
において企画した、まくら投げ
体験をセットにした旅行商品を
一部のホテルでは受け入れして
いることから、今後、団体旅行
や企業研修につながっていくも
のと考えている。

　子どもの居場所づくり事業に
ついて、現在は４カ所で実施し
ているが、事業の適正配置につ
いて伺う。
　行政区が中心となって地域ぐ
るみで子供を育てていく観点か
ら、15 の行政区ごとに必要と
考えている。
　平成 30 年度伊東市介護保険
事業特別会計歳入歳出決算のう
ち、地域介護予防活動支援事業
における高齢者の居場所づくり
について、その実施状況を伺う。
　市全体を５つの圏域に分け、
地域包括支援センターなどによ
り、地域住民の語らいの場とし
て、合計 778 回実施した。　　　　

　移住定住促進事業における移
住相談を通じて得た情報を、ど
のように反映させたのか伺う。
　実際に現地を見ることで生活
感を味わいたいというご意見が
あったことから、移住定住促進
現地ナビゲート事業を実施し、
現地を案内することで、移住希
望者の不安の解消に努めていく。
また、実施に当たっては、行政
とは異なる柔軟なアイデアが出
ることを期待し、プロポーザル
方式により民間事業者を選定し
た。

　特別支援教育支援事業におけ
る、支援員の配置状況及び勤務
形態を伺う。
　学校の規模や実態に応じて配
置人数は異なるものの、特別支
援教育支援員 25 人が市内小・
中、全 15 校に配置されており、
５時間から７時間勤務している。

住民票、マイナンバーカード等への旧氏
の併記が可能となる

全日本まくら投げ大会

高齢者の居場所づくり
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閉会中の議会活動　※令和元年６月定例会閉会から令和元年10月臨時会開会まで

7月12日��常任総務委員会協議会
7月23日��常任観光建設委員会協議会
7月30日��議会報編集委員会
7月31日��常任福祉文教委員会協議会

11月29日（金）開会

12月定例会の予定

※日程等は、11月下旬の議会運営委員会において
　正式に決定します。

8月13日��常任総務委員会協議会
10月1日・2日��新議員行政研究会

10月4日��市議会全員打合会

　

九
月
二
二
日
、
令
和
に
な
っ

て
最
初
の
伊
東
市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
二
〇
名
の
議
員

に
よ
る
新
た
な
議
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

第
一
九
期
議
会
の
新
た
な
委

員
に
よ
る
議
会
報
編
集
委
員
会

で
、「
市
議
会
だ
よ
り
」
を
引

き
継
ぎ
、
編
集
に
当
た
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り

わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
前
期
に
引
き
続

き
ご
愛
読
い
た
だ
き
た
く
、
議

会
報
編
集
委
員
一
同
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
TEL／

0557-32-1981　
■
FA
X
／
0557-38-6916

■
E-m
ail／

gikai@
city.ito.shizuoka.jp

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://w

w
w
.city.ito.shizuoka.jp

【
発
行
】伊
東
市
議
会
　【
議
長
】佐
山
　
正

【
編
集
】議
会
報
編
集
委
員
会

【
伊
東
市
議
会
事
務
局
】伊
東
市
大
原
二
丁
目
1番
1号

い
と
う
市
議
会
だ
よ
り
　
2019.12　

N
o.183

「
い
と
う
市
議
会
だ
よ
り
」は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

議
会
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長�

佐
藤
龍
彦�

　

副
委
員
長�

杉
本
憲
也�

　

委　
　

員�

佐

藤　

周�

　
　

〃�

篠
原
峰
子�

　
　

〃�

大
川
勝
弘�

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　

ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

　

今
後
議
員
活
動
を
行
う
上
に

お
い
て
必
要
と
な
る
基
礎
的
事

項
に
関
し
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
九
月
二
二
日
の
市

議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
初
当

選
し
た
議
員
六
人
を
対
象
に
、

議
員
行
政
研
究
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

（
一
〇
月
一
日
）

■
執
行
機
関
の
概
要
説
明

（
一
〇
月
二
日
）

■
市
内
各
施
設
の
視
察

　

文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
～
環

境
美
化
セ
ン
タ
ー
～
競
輪
場
～

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
昼
食
）

～
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
議
事
機
関
の
概
要
説
明

■市議会の仕組み　　　　　■請願・陳情・決議・意見書とは？
■市議会の構成　　　　　　■行政視察　　　　　　　　　　　　
■議長・副議長日程表　　　■いとう市議会だより
■議員名簿　　　　　　　　■歴代議長・副議長一覧
■定例会・臨時会　　　　　■市政の概要
■会議録検索システム　　　■市議会の情報公開請求
■市議会の傍聴について　　■市議会図書室のご利用案内
■議会閉会中の活動状況

市議会では、市民の皆様の情報をお届け
するため、ホームページを開設しています。
主な内容は次のとおりとなっていますの
で、ぜひご覧ください。

新
議
員
行
政
研
究
会

インターネット
市議会ホームページの

ご案内

競輪場を視察

健康福祉センターにて


